
第五商業高校　平成31年度　年間授業計画
教科：（ 商業   ）科目：（簿記発展 ） 　対象：（第２学年Ａ・Ｃ組）　　

教科担当者：中島博・遠矢 

使用教科書
　簿記（東京法令出版）　

使用教材
合格トレーニング日商簿記２級（商業簿記）
日商簿記検定２級模擬試験問題集、全商簿記検定１級会計模擬試験問題集

精算表 精算表を正確・明瞭に作成する能力を養う。 問題集・プリント 4

勉強の仕方
のポイント

財務諸表 損益計算書と貸借対照表を正確・明瞭に作成する能力を養う。 問題集・プリント 4

株主資本等変動計算
書

株主資本等変動計算書を正確・明瞭に作成する能力を養う。 問題集・プリント 4

複数仕訳帳制
複合仕訳帳制度の意味を理解させ、取引を正確・明瞭に記帳する能力を養う。
特殊仕訳帳に取引を正確・明瞭に記帳する能力を養う。

問題集・プリント 3

研究開発費 引当金に関する理解を深め、正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント 1

社債
社債の発行による資金調達について理解させる。
社債の発行にかかわる費用については社債発行費勘定で処理することを理解させる。
社債の償還に関する取引を正確・明瞭に記帳する能力を養う。

問題集・プリント 2

1

事業譲受、合併 企業の買収や合併について理解を深め、正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント 1

問題集・プリント

5
外貨換算会計・特殊
商品売買

外貨建取引の換算、決算時の換算替えおよび為替予約について学ぶ。割賦販売、未着商品売買、委託販売、試用販売といった特殊
な商品売買に関する取引について、それぞれの内容を理解させ、正確・明瞭に記帳する能力を養う。

問題集・プリント

剰余金
株式会社と個人商店とでは当期純損益の決算振替が異なることを理解させる。
配当金は社外流出項目であるため、会社法では制限をおいていることを理解させる。

問題集・プリント 1

資本金、資本準備金
株式会社の純資産について理解させ、設立時・新株の発行時の記帳処理に習熟させる。
創立費・開業費・株式交付費の意味とその処理を理解させる。

消費税、法人税
国税と地方税の違いについて簡単に理解させる。
中間申告については仮払法人税等勘定、確定申告については法人税等勘定で処理することを理解させる。

問題集・プリント 2

未決算 災害発生時の保険金請求に関する理解を深め、正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント 1

手形 手形の裏書、割引、不渡り、更新に関する理解を深め、正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント 3

引当金 引当金に関する理解を深め、正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント 1

1

銀行勘定調整表 銀行勘定調整表の記入方法を理解する。

問題集・プリント

2

有形固定資産 有形固定資産の購入、売却、買い換え、除却に関する取引を正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント 3

期末における商品の評価（商品評価損、棚卸減耗損）に関わる処理を正確・明瞭に記帳する能力を養う。

3

3

予定時数科目の具体的な指導目標
【年間授業計画】

問題集・プリント

商品の評価

保証債務 保証債務に関する理解を深め、正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント

無形固定資産、繰延
資産・リース取引

無形固定資産と繰延資産に関する理解を深め、取引を正確・明瞭に記帳する能力を養う。借り手の会計処理を中心に学習する。

問題集・プリント 2

テスト 1

指導内容
【年間授業計画】

評価の観点方法

2

有価証券、満期保有
目的債券

有価証券の購入、売却に関わる取引を正確・明瞭に記帳する能力を養う。 問題集・プリント

学習内容は昨年度より高度になり、基礎的な事柄に留まらず発展的な内容も扱っていきます。何度も繰り返し学習することも必要ですが、ただ丸暗記するのではなく、取
引の内容をきちんと理解しながら、問題文に示されていることはどのようなことか、きちんと考えながら取り組んでください。そのためにも文章をきちんと読む習慣を身
につけることが大切です。また、高度な資格を目指すためには、家庭学習の習慣化が不可欠です。

3

６
月

７
月

４
月

伝票会計
伝票の利用による記帳の合理化の意義を理解させる。
５伝票の起票・集計・転記を習得させる。
５伝票によって取引を明確・明瞭に処理する能力を養う。

中間考査

５
月

問題集・プリント

９
月

期末考査・課税所得
の算定と税効果会計

法人税法上の利益である課税所得の算定方法と税効果会計を学習する。 テスト
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学年末考査 テスト 1

３
月

まとめ １年間学習したことを振り返る。 問題集・プリント

２
月

検定対策 模擬試験問題集の模擬問題を中心に問題演習を行い、実践力をつける。 問題集・プリント 15

2

検定対策 模擬試験問題集の模擬問題を中心に問題演習を行い、実践力をつける。 問題集・プリント 4

１
月

検定対策 模擬試験問題集の模擬問題を中心に問題演習を行い、実践力をつける。 問題集・プリント 15

15
11
月

検定対策 模擬試験問題集の模擬問題を中心に問題演習を行い、実践力をつける。 問題集・プリント

12
月

期末考査 テスト 1

本支店の財務諸表を合併する必要性を理解させる。
未達取引の整理方法を習得させる。
本支店合併財務諸表を作成する能力を養う。

問題集・プリント 4

総復習

模擬試験問題集の模擬問題を中心に問題演習を行い、実践力をつける。 問題集・プリント

検定試験対策に入る前に、これまで学習した内容を総復習し、学習内容理解の定着を図る。 問題集・プリント 6

3

4

本支店会計

10
月

中間考査・連結会計 連結財務諸表の概略、特に、作成方法および支配獲得日の連結について学習する。 テスト

検定対策


